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４
月
14
日
に
発
生

し
、
熊
本
・
大
分
に
被

害
を
も
た
ら
し
た
熊
本

地
震
で
は
、
町
民
の
方

の
中
に
も
被
災
地
の
知

り
合
い
を
心
配
さ
れ
た

り
、
ニ
ュ
ー
ス
で
被
災

地
の
様
子
を
見
て
自
分

も
何
か
で
き
た
ら
と
関

心
を
持
っ
て
い
る
方
々

も
多
く
、
熊
本
市
や
益

城
町
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
た
青
年
団
や
個

人
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

町
で
は
そ
ん
な
思
い

を
持
っ
た
方
々
が
、
参

加
し
や
す
い
よ
う
に
参

加
者
を
募
り
、
錦
江
町

支
援
隊
と
し
て
熊
本
市

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

計
画
し
た
と
こ
ろ
、
38

名
の
方
か
ら
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。

　

梅
雨
時
期
の
平
日
と

い
う
一
番
被
災
地
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
不
足
す

る
と
思
わ
れ
る
時
期
に

計
画
を
し
ま
し
た
が
、

大
雨
警
報
な
ど
の
影
響

の
大
雨
洪
水
警
報
の
た
め
派
遣
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

※�

実
人
員
数
は
中
止
が
あ
っ
た
た
め
に

参
加
者
が
重
複
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
第
１
回
か
ら
第
４
回
の
参
加
者

数
合
計
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

朝
５
時
20
分
に
本
庁
を
出
発
し
、

９
時
10
分
に
熊
本
市
東
区
サ
テ
ラ

イ
ト
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

受
付
を
行
い
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
内
容
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で

が
れ
き
を
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
搬
出
す
る
作
業
や
家
の
周
り
の

が
れ
き
の
撤
去
作
業
や
雨
漏
り
で

泥
が
上
が
っ
た
り
、
物
が
散
乱
し

て
い
る
室
内
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
補
修

や
瓦
を
小
さ
く
割
っ
て
土
嚢
袋
に

詰
め
る
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

雨
の
中
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、

15
時
に
は
予
定
の
作
業
が
終
わ
り
、

16
時
に
熊
本
市
を
出
発
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
19
時
30
分
ご
ろ
に
は
本

庁
に
到
着
し
ま
し
た
。

⃝

阿
多　

千
尋	

（
鳥
浜
自
治
会
）

⃝

壱
岐　

英
星	

（
鳥
井
戸
自
治
会
）

⃝

池
迫　

重
利	

（
神
川
中
原
自
治
会
）

⃝

池
田　

行
徳	

（
盤
山
自
治
会
）

⃝

池
之
上 

和
隆	

（
木
原
自
治
会
）

⃝

池
水　

国
博	

（
木
原
自
治
会
）

⃝

磯
元　

春
代	

（
塩
屋
自
治
会
）

⃝

岩
崎　

史
教
（
栄
町
自
治
会
）

⃝

上
園 

ひ
と
み	

（
鳥
浜
自
治
会
）

⃝

大
庭　

裕
子	

（
昇
陽
自
治
会
）

⃝

小
川 

み
ど
り	

（
落
河
自
治
会
）

⃝

落
司　

道
子	

（
瀬
戸
山
自
治
会
）

⃝

上
吹
越 

寿
次	

（
鳥
井
戸
自
治
会
）

⃝

川
越　

正
治	

（
鹿
屋
市
）

⃝

川
越　

裕
子	

（
大
橋
上
自
治
会
）

⃝

楠
元　

忠
洋	

（
鵜
戸
野
自
治
会
）

⃝

小
脇　

光
春
（
六
反
田
自
治
会
）

⃝
迫
田 

ひ
か
る	

（
鳥
浜
自
治
会
）

⃝
迫　
　

尚
樹	

（
中
園
自
治
会
）

⃝

笹
原　

政
夫	

（
笹
原
自
治
会
）

⃝

染
川　

和
希	

（
弓
場
下
自
治
会
）

⃝

染
川　

雄
輔	

（
弓
場
下
自
治
会
）

⃝

高
崎　

満
広	

（
神
之
浜
一
区
）

⃝

藤
間　

竜
生	

（
川
北
自
治
会
）

⃝

中
迫 

留
理
子（
上
之
宇
都
自
治
会
）

⃝

長
濱 

登
美
子	

（
京
町
自
治
会
）

⃝

永
吉　

和
幸	

（
麓
自
治
会
）

⃝

貫
見 

サ
ユ
ミ	

（
平
石
自
治
会
）

⃝

馬
場 

み
よ
子	

（
京
町
自
治
会
）

⃝

原
澤　

政
徳	

（
鹿
屋
市
）

⃝

平
石　
　

誠	

（
柴
立
自
治
会
）

⃝

福
園　

正
夫	

（
神
川
城
自
治
会
）

⃝

舞
原　

千
昭	

（
麓
住
宅
）

⃝

松
原　

村
子	

（
麓
自
治
会
）

⃝

宮
内　

眞
一
（
弓
場
下
自
治
会
）

⃝

山
元　

玲
奈	

（
西
中
郡
自
治
会
）

⃝

山
元　

大
志	

（
西
中
郡
自
治
会
）

⃝

吉
田　

秀
政	

（
鹿
屋
市
）計

38
名

で
、
４
回
中
１
度
し
か
活
動
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

第
１
回
目
の
６
月
20
日（
月
）は
、

町
長
を
隊
長
と
す
る
19
名
（
男
性

13
名
・
女
性
６
名
）
が
、
町
長
の

あ
い
さ
つ
後
、
予
定
通
り
の
午
前

５
時
20
分
に
本
庁
舎
を
出
発
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
出
発
後
に
熊
本

地
方
に
大
雨
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
熊
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
中
止

の
連
絡
が
あ
り
、
派
遣
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
の
６
月
23
日
（
木
）

は
12
名
（
男
性
９
名
・
女
性
３
名
）

参
加
予
定
で
し
た
が
前
日
か
ら
大

雨
警
報
が
出
て
お
り
、
派
遣
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
回
目
の
６
月
27
日
（
月
）

は
９
名
（
男
性
６
名
・
女
性
３
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
小
雨
が
降
る

中
、
熊
本
市
で
部
屋
の
片
づ
け
や

が
れ
き
撤
去
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
ま
し
た
。

　

第
４
回
目
の
６
月
30
日
（
木
）

は
16
名
（
男
性
10
名
・
女
性
６
名
）

が
参
加
予
定
で
し
た
が
前
日
か
ら

参
加
申
込
み
者
（
敬
称
略
）
◎�

６
月
実
施
の
派
遣
に
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
を
50
音
順
に
紹
介
し
ま
す
。

6 月 27 日（月）　崩れた壁の片づけ作業

1 回目のボランティア出発前にテレビ取材を受ける参加者

【 

各
回
の
動
き 

】

【　
　
　
　
　
　
　
　
　 

】

実
際
の
活
動６

月
27
日
（
月
）

錦江町支援隊 熊本支援ボランティア活動を終えての報告 町
民
が
熊
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
「
少
し
で
も
役
に

立
て
る
こ
と
を
」
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⃝

笹
原　

政
夫	

（
笹
原
自
治
会
）

⃝

染
川　

和
希	

（
弓
場
下
自
治
会
）

⃝

染
川　

雄
輔	

（
弓
場
下
自
治
会
）

⃝

高
崎　

満
広	

（
神
之
浜
一
区
）

⃝

藤
間　

竜
生	

（
川
北
自
治
会
）

⃝

中
迫 

留
理
子（
上
之
宇
都
自
治
会
）

⃝

長
濱 

登
美
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（
京
町
自
治
会
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⃝

永
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和
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自
治
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⃝

貫
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ユ
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平
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⃝

馬
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よ
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京
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自
治
会
）

⃝

原
澤　

政
徳	

（
鹿
屋
市
）

⃝

平
石　
　

誠	

（
柴
立
自
治
会
）

⃝

福
園　

正
夫	

（
神
川
城
自
治
会
）

⃝

舞
原　

千
昭	

（
麓
住
宅
）

⃝

松
原　

村
子	

（
麓
自
治
会
）

⃝

宮
内　

眞
一
（
弓
場
下
自
治
会
）

⃝

山
元　

玲
奈	

（
西
中
郡
自
治
会
）

⃝

山
元　

大
志	

（
西
中
郡
自
治
会
）

⃝

吉
田　

秀
政	

（
鹿
屋
市
）計

38
名

　
ご
夫
婦
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
経

営
し
て
い
る
馬
場
み
よ
子
さ
ん
（
京
町

自
治
会
）
は
第
1
回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
予
定
で
し
た
が
、
雨
で
中
止

に
な
っ
た
た
め
第
3
回
目
に
参
加
し
て

活
動
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
馬
場
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
た
時
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
こ
う
と
考
え

た
き
っ
か
け
】

　
「
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
隣
の
県
で
大

変
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
矢
先
、
5
月
の
連
休
中
に
（
水
道
の

故
障
で
）
家
の
水
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
ご
は
ん

や
お
風
呂
の
た
び
に
仕
事
場
か
ら
水
を

汲
ん
で
く
る
な
ど
不
便
を
し
ま
し
た
。

一
日
で
も
こ
ん
な
に
大
変
な
の
に
熊
本

は
も
っ
と
大
変
な
ん
だ
と
思
い
、
今
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
年
齢
に
不
安
を
感
じ
て
い

た
け
れ
ど
参
加
し
ま
し
た
。」

【
実
際
の
作
業
内
容
は
？
】

　
「
家
の
周
り
の
が
れ
き
と
し
て
た
め

て
い
た
も
の
を
土
嚢
袋
に
詰
め
る
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
1
回
の
作
業
で
、

２
０
０
袋
く
ら
い
の
量
を
詰
め
ま
し

た
。」

【
住
人
の
方
と
は
何
か
お
話
さ
れ
ま

し
た
か
？
】

　
作
業
を
し
た
お
宅
は
半
壊
の
診
断
で
、

床
が
浮
い
て
い
た
り
、
雨
漏
り
が
あ
る

な
ど
住
む
の
は
難
し
い
状
態
と
い
う
お

話
で
し
た
。

　
住
人
の
方
か
ら
は
「
と
り
あ
え
ず
が

れ
き
が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
ス
ッ
キ
リ

し
て
気
持
ち
が
い
い
。
ト
マ
ト
を
庭
先

の
菜
園
畑
で
栽
培
し
て
お
り
、
毎
年
近

所
の
子
ど
も
た
ち
が
収
穫
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
。
が
れ
き
が
無
く
な
っ
た
こ

と
で
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
も
庭
に
遊

び
に
来
れ
る
。」

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
感
想
】

　
「
実
際
に
被
災
地
の
様
子
を
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
自
分
で
も
何

か
で
き
な
い
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
周
り
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
行
く

こ
と
が
で
き
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

で
し
た
。
自
分
が
行
か
な
け
れ
ば
他
の

人
も
誘
え
な
い
た
め
、
行
く
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
次
も
機
会
が
あ

れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
ね
。」

　

活
動
に
参
加
さ
れ
た
方
や
活
動

は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
こ
う
と
申
し
込
み
さ

れ
た
方
々
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
ど
の
町
民
の
方
か
ら
も

「
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
」
と
い

う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

隣
の
県
で
あ
る
熊
本
、
つ
ま
り

ご
近
所
ど
う
し
助
け
合
い
を
す
る

の
は
皆
さ
ん
の
中
で
当
然
の
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
み
る
と
「
支

援
金
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
が
た
い
け

ど
も
、
実
際
に
こ
の
よ
う
に
手
伝
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ

し
い
」
と
い
う
よ
う
な
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
少
し
で
も

役
に
立
て
れ
ば
」
の
「
少
し
」
の

行
動
が
被
災
者
の
方
の
心
を
癒
す

力
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　６月中は１回しか活動できなかったため、７月に 3 回の活動を追加
します。6 月同様熊本市でのボランティア活動です。
【日　　程】

⃝7 月 19 日（火）※締め切りは 7 月 15 日（金）
⃝7 月 22 日（金）※締め切りは 7 月 20 日（水）
　 （すでにボランティア保険に加入している方は前日までお申込みもできます。）
【募集人数】10 名程度（1 回につき）（各回先着順とさせていただきます。）
【参加費用】650 円（傷害保険及びボランティア天災保険）
【申し込み方法】
　�　電話で社会福祉協議会までご確認のうえ、参加費用（650 円）を

添えて、社会福祉協議会事務所（本庁 1 階）までお申し込みください。
【お問い合わせ】社会福祉協議会　℡ 0994-22-2000
【留意事項】

⃝作業内容は熊本市ボランティアセンターに到着後決定します。
⃝�作業場所は暑いことが予想されますので、食事は傷まないように

クーラーバッグに入れるなど工夫してください。また飲み物も十分
な量を準備してください。（２リットル前後）

⃝ゴミもお持ち帰りをお願いします。
⃝�汚れてもいい服装・着替え・タオル・軍手・雨具などをご準備くだ

さい。

【行程（予定）】
	5：00	 田代支所前出発
	5：20	 本庁前出発
　➡�　バスで乗り合わせて被災地へ向か

います。途中で朝食や昼食購入のた
めの休憩があります。（2 回程度）

	9：00	 熊本市到着
	9：30	 ボランティア開始
	16：00	 ボランティア終了
	17：00	 被災地出発
	21：00	 本庁前到着
	21：20	 田代支所前到着
※�雨天時は作業中止になる場合もあり

ます。
　�派遣中止の場合は、前日に参加者に

電話で連絡します。

インタビューに答えてくださった
馬場みよ子さん

参加者に支給する
錦江町支援隊の帽子

◦
参
加
者
の
声

7 月もボランティア支援隊を継続し
ます！

部屋の中の片づけ作業



暮らしの情報や、みんなの活躍など、まちの話題をピックアップしてご紹介します。

6月17日、鹿児島県道場少年剣道大会と鹿児島県道場対抗剣道大会で
優秀な成績をおさめられた神川剣道スポーツ少年団が結果報告するた
めに役場を訪れました。

結果は次の通りです。

※赤字の部は全国大会出場です

〈第38回　鹿児島県道場少年剣道大会〉
　・小学低学年の部　準優勝
　・小学高学年の部　準優勝
　・中学生の部　　　ベスト８
　・小学男子個人の部
　　　優勝　菖蒲　 佳太（神川小6年、神川城自治会）
　・小学女子個人の部
　　　３位　木場 真愛耶（大根占小6年　麓自治会）

〈第3回鹿児島県道場対抗剣道大会〉
　・神川スポーツ少年団　　　優勝　

先鋒（小学生）	 菖蒲 佳太（神川小６年、神川城自治会）

次鋒（中学生）	 菖蒲 佳登（錦江中２年、神川城自治会）

中堅（高校以上20歳代）
	 水流 博宣（志学館大1年、神川中自治会）

副将（30歳代）	桑原 直也（錦江町役場、神川中自治会）

大将（40歳代）	段　 隆司（天星酒造、神川中自治会）

神川剣道スポーツ少年団
全国大会へ出場1

６月19日、町総合運動公園で町消防操法大会が行われました。
悪天候のなか小型ポンプの部に7分団と自動車ポンプの部に5

分団が参加し、正確さや速さを競いました。
小型ポンプの部では池田分団が、自動車ポンプの部では中央

分団が優勝しました。
両分団は、７月31日に鹿屋市で開催される肝属支部操法大会

に町の代表として出場します。　

消防操法大会2

6月21日、大根占小学校の5年生29名が地域体験活動のために、
大根占小学校体験農園で、保護者や農家の方から指導をもらいな
がら田植えをしました。馬場地区公民館産業部の農地水環境保全
向上対策活動と連携して平成23年から行っている活動です。

米の収穫は10月ごろを予定しており、収穫したお米は東日本大
震災の復興を進めている岩手県大船渡市に送ります。今年で5年
目となる活動です。

おいしいお米を大船渡へ3

6月30日、倉元幸一郎さん（中村自治会）が、5月19日に弓道の最高位の称号
である「範士」に昇格したことの報告に町長を訪問されました。「範士」とは弓道
団体が与える称号の三階級（教士・錬士・範士）の中で最高位のものです。

倉元さんは24歳で弓道をはじめ、56年かけ80歳で「範士」となられました。
今年は全国で6名が範士に昇格し、現在全国では78名、県内では倉元さんが

唯一の「範士」です。
倉元さんは鹿児島県弓道連盟会長、そしてかごしま国体の役員もされてお

ります。「4年後のかごしま国体を成功させたい。選手やお客さんに楽しく喜ん
で帰ってほしい」と今後の目標を話してくださいました。

【お詫び】
　先月のトピックス④第8回鹿児島県照葉樹の森サイクルジャンボリーの欄で誤りがございました。
　（誤）２位　中井　彩子（南大隅高校）　　（正）２位　中井　彩子（鹿屋体大）
　訂正してお詫び申し上げます。

県内で唯一の弓道最高位へ昇格4
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保健福祉課 からのお知らせ
本庁 福祉チーム　℡ 0994-22-3042

■ ��各種手当のお知らせ
　児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成など子育てのための制度がありま
す。いずれかの手当の対象の方で、手当ての申請をされていない方は保健福祉課保健福祉チーム・住民生活
課民生チームまでお問い合わせください。
【児童手当】
　受給資格者：	中学校卒業まで（１５歳の誕生日後の最初の3月31日まで）の児童を養育している方
　支　給　額：	3歳未満…一律１万５千円・３歳以上小学校修了前…１万円（第3子以降は１万５千円）
	 中学生…一律１万円
　※�児童を養育している方の所得が所得制限限度額以上の場合は、特例給付として月額一律５千円を支給します。
　※�第３子以降とは、高校卒業まで（18歳の誕生日後の最初の３月31日まで）の養育している児童のうち、３番目以降をいいます。
【児童扶養手当・特別児童扶養手当】
●児童扶養手当￼
　�　児童扶養手当は、父母の離婚などにより、父又は母、もしく
は親に代わって児童を養育している方に支給される手当で、児
童が育成される家庭の生活安定と、自立促進に資することを目
的としています。

●特別児童扶養手当
　�　特別児童扶養手当は、身体又は精神に一定の障害がある20
歳未満の児童を監護している父（母）又は養育者に支給される
手当で、児童の福祉向上に資することを目的としています。

【ひとり親家庭医療費助成】
　�　ひとり親家庭等の医療費助成制度は、ひとり親家庭、父母ともいない家
庭、両親のいずれかに障害のある家庭の親と子を受給者とし、受給者の健
康保険給付の自己負担分のうち一部負担金を除いて助成する制度です。

対象児童数 全部支給 一　部　支　給

１人 42,330 円 受給者の所得に応じて
42,320 円 ~9,990 円

２人 47,330 円 上記金額に 5,000 円を加算

３人～ 児童が 1 人増すごとに 3,000 円を加算

区　分 月額（児童１人につき）
１級（重度障害児） 51,500 円
２級（中度障害児） 34,300 円

手当月額（平成28年４月～）

手当月額（平成28年４月～）

住民税務課 からのお知らせ
本庁 住民チーム　℡ 0994-22-3039

■ �海岸への漂着物にはご注意ください。

■ �第 8回やまんなか音楽会 in はなぜ 2016

　海岸に漂着するゴミの中には、薬品・農薬等の液体が入っ
ている容器や、使用済みの注射器等の危険物が確認され、こ
れによる事故も発生しております。
　海でのレジャ―が本格化する時期です。もし危険物だと思
われるものを発見したら、素手で触らないようにしましょう。
また、その際は住民税務課住民チームまでご連絡ください。

　今年も８月５日（金）・６日（土）に「やまんなか音楽会 inはなぜ」を開催します。5,000
本を超える灯篭やキャンドルで彩られた花瀬川石畳を舞台に開催する野外音楽ライブ、
クライマックスには音楽花火もあります。ぜひ、多数の方のご来場お待ちしております。
開催日：平成28年８月５日（金）・６日（土）　午後６時30分から  ※５日（金）は灯篭点灯のみ
場　所：花瀬自然公園内（花瀬川特設会場）
出演者：カサリンチュ、クラッシックコンサート他
問合せ：錦江やまんなか協議会（錦江町役場田代支所　観光交流課内）
　　　　℡0994-25-2511

【町内出店者募集】出店料 2,000 円（詳細はお問い合わせください。７月 22 日（金）締切）

観光交流課 からのお知らせ
観光交流チーム　℡ 0994-25-2511

【漂着物例】
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保健福祉課 からのお知らせ
本庁 保険衛生チーム　℡ 0994-22-3044

■ ��国民健康保険被保険者証・後期高齢者医療被保険者証が更新となります
　現在お手持ちの保険証の有効期限は平成28年7月31日までです。８月からの新しい保険証を郵送します。
【郵送時期・方法】
　平成28年 7月下旬までに同一世帯加入者をまとめて、世帯主様宛に「特定記録郵便」で郵送します。
保険証が届いたら
➡�保険証は一人一枚、台紙に張り付いています。記載事項に間違いがないかご確認のうえ、台紙からはが
して平成28年８月１日から、大切に使用してください。
　�　有効期限が過ぎた保険証は、同封の返却用封筒に入れて、自治会長さん宅へ持って行かれるか、また
は直接、役場本庁保健福祉課、支所住民生活課へ返却してください。

【注意事項・その他】
・�住所が町外のマル学保険証が交付されている学生さんは、役場国保窓口で更新申請が必要です。在学証
明書をご準備ください。（本年度４月に提出された方は不要です）
・�国民健康保険以外（後期高齢を除く）の健康保険等に切り替えて、役場へ届出をされていない方は、二
重加入となっていますので、早急に国民健康保険をやめる手続きをしてください。（詳細はお問い合わせ
ください）
・滞納があると、郵送されず別途通知のうえ役場にて納税相談により交付となります。

■ ��知っとく教室講演会のご案内
　鹿児島大学 高血圧内科　教授　大石　充 先生（大学病院副院長）をお招きして講演会を開催
いたします。理想体重の話やお酒の飲み方など血圧の管理の仕方についての講演となります。
　ぜひ多くの皆様のご参加をお待ちしています。

【期　　日】	 平成 28年 8月19日（金）
【受付時間】	 午後 2時30分～2時45分
【講演時間】	 午後 2時 45分～4時（講演会は 3 時からになりますが事前に保健福祉課からのお知らせがあります）
【場　　所】	 錦江町保健センター
【内　　容】	「ほっとくと危ない血圧の上手な管理について」
【講　　師】	 鹿児島大学　心臓血管学　高血圧内科　
	 　教授　　大石　充 先生（鹿児島大学病院　副院長）
【申込方法】	 7 月29日（金）までに保健福祉課　保険衛生チームまでお電話でお申し込みください。

■ ��無料歯科健診を受診しましょう！！
今年度40歳・50歳・60歳・70歳になられる方々に無料歯科健診の受診票をお送りしております。
期間は５月～12月で、内容は歯周病検診が主となります。
歯周病は、口腔内に限らず、他の病気とも密接な関係にあります。健康の入り口はお口です。
ぜひこの機会に健診を受診しましょう。また、現在治療中の方や、定期的に健診を受けておられる方は、役
場保健福祉課へご連絡ください。

● 子どもたちも頑張っています！
　１歳６か月児のむし歯保有者が、鹿児島県は全国ワースト２位にある中、錦江町
の子どもたちは、平成22年度から28年５月実施の健診までむし歯ゼロを継続中
です。次は３歳児、小学生、そして8020まで健康なお口を目指しましょう！



KINKO TOWN PUBLIC RELATIONS 2016.7  8

■ �平成 28年度　錦江町職員採用試験のご案内について
　錦江町職員の採用試験を行います。今年度は初級一般事務のみの募集になります。
　少子高齢化、地方創生など、解決すべき課題はたくさんありますが、前向きで明るく元気な皆さんの応
募をお待ちしています。
１　第１次試験日及び試験会場

受 付 期 間 平成 28 年７月 15 日（金）～平成 28 年８月 10 日（水）午後５時必着
第１次試験 平成 28 年９月 18 日（日）　午前８時 30 分まで集合すること。

初級一般事務　午前９時　錦江町役場本庁３階委員会室
２　試験区分及び採用予定人員

試 験 区 分 採用予定人員 職務内容
初級一般事務 若 干 名 一般行政に関する業務

３　受験資格（日本国籍を有し、職員採用後は錦江町に居住できる者）
試験区分 受　験　資　格

初級一般事務 平成４年４月２日から平成 11 年４月１日までに生まれた者で、高等学校卒業
以上又は平成 28 年度末で卒業見込みの者

４　試験種目
試験種目 内　　　　　容

1、教養試験（120 分）
　午前９時～午前 11 時

　高校卒業程度で公務員として必要な一般的知識及び知能につ
いての試験。社会、人文及び自然に関する一般知識並びに文章
理解、判断推理、数的推理及び資料解釈に関する一般知能

2、作文試験（60 分）
　午前 11 時 20 分～午後 0 時 20 分 文章による表現力、ものの見方考え方及び文章構成力等
3、事務適性検査（20 分）
　午後 1 時 20 分～午後 1 時 40 分 職場における適応性をみる検査（120 題）

５　申し込み方法
　◦申込書は、役場に取りに来ていただくか、ホームページで申込書を印刷してください。
　◦�申込書に必要事項を記入いただき、直接役場に申込書を持ってきていただくか下記の申し込み先まで

郵送してください。
６　お問合せ先・申込み先	錦江町役場　総務課職員採用担当（申込書・要項は、支所住民生活課にもあります。）
	 	 〒893-2392　錦江町城元963番地　℡0994-22-0511（内線201）

総務課 からのお知らせ
総務チーム ℡ 0994-22-0511

■ �平成 28年度大隅肝属地区消防組合職員採用試験についてお知らせ
　平成28年度大隅肝属地区消防組合職員採用試験を行います。受付期間をご確認の上、郵送または直接大
隅肝属地区消防組合消防本部までお申し込みください。

【職種及び人員】　6名程度
【受験資格】
　◦平成4年4月2日～平成11年 4月1日までに生まれた者
　◦高等学校卒業以上の学歴を有する者（平成29年3月卒業見込み者を含む）
　◦普通自動車免許（マニュアル車免許）、大型自動車免許を有しているか、採用後免許所得ができる者
　◦身体条件	 身長（男子160cm以上・女子155cm以上）　体重（男子50kg以上・女子45kg以上）
	 視力（両眼とも裸眼視力0.3以上）　　　聴力（左右正常）
	 その他（消防業務に十分耐えうる体力を有する者）

【試験方法】
　◦第一次試験　教養試験（高校卒業程度の一般教養）・作文試験（800字以内）・適性検査・体力検査
　◦第二次試験　面接試験（第一次試験合格者のみ実施）

【試験日時・試験会場】�
　平成28年９月18日（日）午前９時～　大隅肝属地区消防組合消防本部（鹿屋市新川町800番地）

【受験申込書受付期間】
　平成28年７月20日（水）～平成28年8月12日（金）※郵送の場合は平成28年８月12日（金）必着とします。

【お問い合わせ】�大隅肝属地区消防組合消防本部 総務課　〒893-0015　鹿屋市新川町800番地　℡0994-52-1191
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■ �総合交流センター（仮称）建設検討委員の募集

■ �「南大隅地区司法書士法律相談センター」の相談日時が変更になりました

　教育委員会では、平成30年度完成を目指して、総合交流センター（中央公民館、保健センター、防災
センターなどの複合施設）建設を計画しています。下記の要領により、検討委員を公募いたします。

【応募条件】町内居住者で、総合交流センター建設に興味がある方、協力できる方
【募集人数】３名	 【募集期限】平成28年７月28日（木）
【申込方法】電話で錦江町教育委員会までお申込みください。
※検討委員会は年３回あります。
※旅費・薄謝を支払います。
※人数が超過した際は、選考を行います。

　平成28年 7月1日より相談日時が　毎週月・木曜日 10 時～ 15 時 ➡ 毎週月曜日 13 時～ 16 時
に変更になりました。
　南大隅地区司法書士法律相談センターでは、司法書士による「無料相談」を受け付けております。
　相談対象は、登記・相続・成年後見・借金整理・その他法律問題に関するものです。
　このような問題で相談したい方は、お電話で予約の上ご相談ください。

【場所】錦江町城元1043番地4（錦江中学校正門向かい）
【お問い合わせ】鹿児島県司法書士会

教育委員会 からのお知らせ
教育総務チーム ℡ 0994-22-0517

鹿児島県司法書士会 からのお知らせ
℡ 099-256-0335

「今年のサマージャンボ宝くじは、1等・前後賞合わせて7億円。」
◦サマージャンボ宝くじ
　　１等…………5億円× 23本（発売総額 690億円・23ユニットの場合）
　　前後賞各……1億円× 46本（発売総額 690億円・23ユニットの場合）
◦ ｢サマージャンボミニ 7000 万と同時発売。」
　　1 等…………7,000万円×120本（発売総額360億円・12ユニットの場合）
　 ● 発売期間……平成 28年 7月 6日（水）～ 7月 29日（金）
　 ● 抽選日………平成 28年 8月 9日（火）

■サマージャンボ・サマージャンボミニ宝くじ

　この宝くじの収益金は市
町村の明るく住みよいまち
づくりに使われます。

■ �自衛官の募集
募集種目 資　　　格 受付期間 試　験　期　日 合　格　発　表 入　　隊 待遇・その他

航空学生 高卒（見込含）
21歳未満の者

８月１日〜
９月８日

１次：９月22日
２次：10月15日～20日
３次：�11月 12 日～ 12 月

15日の指定日

１次10月７日
２次海上11月９日
２次航空11月４日
最終29年１月23日

29年３月
下旬～
４月上旬

入隊後約６年で
３等海・空尉

一般曹候補生 18歳以上
27歳未満の者

８月１日〜
９月８日

1次：	９月16・17日
2次：	�10 月 6日～12日

のうち1日
１次９月30日
最終11月11日

29年３月
下旬～
４月上旬

入隊後２年９月経過
以降選考により３等陸・
海・空曹

自衛官候補生
（男子）

18歳以上
27歳未満の者

年間を
通じて

受付時にお知らせしま
す。

試験時にお知らせしま
す。

採用予定通
知書でお知
らせします。

所要の教育を経て３ヶ月
後に２等陸・海・空士に
任用　陸上（技術系を
除く）は１年９ヶ月、陸
上（技術系）・海上・航
空は２年９ヶ月を１任期
として任用（以降２年を
１任期）

自衛官候補生
（女子）

18歳以上
27歳未満の者

８月１日〜
９月８日

９月23日～27日のうち
１日 11月４日

29年３月
下旬～
４月上旬

【お問い合わせ先】　鹿児島県鹿屋市西原４-５-１　鹿屋合同庁舎1F
　　　　　　　　　　自衛隊鹿児島地方協力本部　鹿屋地域事務所　℡:0994-42-4386
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ここを見てほしい
錦江町文化財 第２回 山之口遺跡 編

　平成 27年４月17日に鹿児島県指定文化財（考古史料）に指定された山之口遺跡の紹介をします。
　昭和 33年、錦江町大根占地区馬場山之口集落の砂丘上で民間の会社による砂鉄の採掘が行われていま
した。その最中に砂の中から弥生時代の中頃（約 2,100 年前）の土器片や、軽石に人の顔などを刻んだ岩

がん

偶
ぐう

が見つかりました。これが山之口遺跡の発見です。
　その後、川口貞徳氏が発掘調査を行い「山之口式土器」として型式設定しました。遺跡を研究される
方は必ず知っている遺跡の一つで、南九州を代表する遺跡群です。
【農耕儀礼の遺跡】
　発掘調査では、約３ｍの大きさに軽石が円形に並べられており、その周囲では、焚火が行われた跡が
発見され、農

のう

耕
こう

儀
ぎ

礼
れい

などの祭りを行った跡であることが分かりました。祭りの際には軽石製の勾
まが

玉
たま

、岩偶、
石でつくった矢じり、胴に穴のあいた壺

つぼ

形
がた

土
ど

器
き

を円形に並べられた軽石を取り囲むように配置していまし
た。
　また、出土した土器類は完成品が多く、多彩な種類の軽石製品があるなど通常の遺跡では見られない
特徴があります。

【年代測定の基準となる遺跡】
　山之口遺跡は年代が確定できる遺跡です。開聞岳・桜島など噴火して積み重なった堆積物により弥生
時代中期後半約 2,100 年前と位置付けられています。山之口遺跡を基準に他地域の年代を特定するように
なっています。

【現在の設置・所蔵場所】
　山之口遺跡の記念碑……なんぐうバレイショ選果場の国道 269 号線を挟んだ向かい側
　山之口遺跡の出土品……錦江町文化センター　ギャラリー内……………………… 21点
	 川口コレクション（鹿児島県埋蔵文化センター）… … 120点
	 黎明館……………………………………………………… 5点
※�「川口コレクション」とは昭和 46年から平成 23年まで、長年にわたり鹿児島県考古学会会長として、本県考古学
の発展に寄与するとともに、昭和 28年～平成７年まで県文化財保護審議会委員として、本県文化財の保護をされた、
故川口貞徳氏（平成 23年１月101歳没）宅に収蔵されていた考古学関係資料の事です。

　このコーナーでは町内 5 か所にある県と国の指定文化財について紹介いたします。2 月号の第 1 回目では
花瀬川を紹介しましたが、今回は山之口遺跡を紹介いたします。次回は 12 月号での掲載を予定しております。

（山之口遺跡が実際発掘された場所には記念碑がある。） （錦江町文化センター所蔵の山之口遺跡出土品の一部）

「錦江町文化財保護審議会委員」が決定
　町内の文化財を調査研究する、「錦江町文化財保護審議会委員」が 4 月 1 日に決定しました。任期は
平成 31 年 3 月 31 日までの 2 年間になります。大根占地区、田代地区に分かれて町の指定文化財になっ
ていない文化財を指定文化財にしたり、文化財の管理や見回りを行ったりします。
　　会　長　長濵 正明（京町自治会）　　　副会長　中原 照幸（橋之口自治会）
　　委　員　加治木 優（塩谷自治会）　　　委　員　池田 行徳（盤山自治会）
　　※長濵委員と加治木委員は大根占地区担当、中原委員と池田委員は田代地区担当になります。
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　熱中症は強い日差しの下で運動や作業をしているときだけでなく、高温多湿な室内にいる時も起こります。また、身
体が暑さに慣れていない梅雨明けの時期も注意が必要です。
　昨年は町内でも12名の方が熱中症の症状で搬送されており、今年は7月5日までに6名の方が搬送されました。
そこで、熱中症にならないためにも効果的な水分補給を行いましょう！

　人間のからだは、こどもで約 80％、高齢者で約 50％を水が占めていますがふつうに生活していても汗や尿・便・
呼吸などで、1日 2.6 リットルの水分が失われています。
　汗をかきやすい夏はさらに多くの水分を失うことになります。
　汗を大量にかくと、水分と同時に電解質（からだの機能を正常に保つ物質）も失うため、筋肉痛や脱力感（から
だが重だるく感じる）に陥ったり、血液がどろどろになるため、動脈硬化を引き起こしやすくなったりします。

⃝寝る前にコップ1杯、朝起きてコップ1杯の水を飲む
⃝水分や電解質は食物にも多く含まれているので、規則正しい食事を取るように心がける
⃝高齢者はのどの渇きに気づきにくくなるので、のどが渇いてなくてもこまめに飲む
⃝こどもが熱っぽいと感じたら、早めに水分をあげる
⃝入浴の前後では、しっかり水分補給する

　脱水状態になってから大量に水を飲んでも手遅れになりがちです。
　大切なのは、不足する前に普段からこまめに補給しておくことです。

　高齢になると、のどの渇きを伝える渇中枢という神経の機能が低下するため、のどが渇いていることに気づきに
くく、知らず脱水状態に陥ることが多いのです。
　それからこども（特に乳児）は、自分から訴えることができないので、周りの大人が気をつけてあげましょう。
特に発熱時は大量の汗をかくので、こまめに水分補給しましょう。

汗をかくと水分ばかりでなく電解質も減る

だいでん
「上手な水分補給で夏を元気に !!」

水分不足になりがちな高齢者とこども

水分補給はタイミングよくする

夏の水分補給のポイント

　スポーツやお風呂で大量に汗をかいたあと飲むビールはとてもおいしいですね！
　これで水分補給もＯＫ！と思われがちですが、実はビール等アルコール類はから
だの水分もいっしょに尿に出してしまう作用（利尿作用）があるため、逆効果。か
えって脱水状態になってしまいます。
　入浴などで汗をかいたら、水を飲むようにしましょう。
　そして、飲酒した後も、水を飲むようにしましょう。

ビールは水分補給になるか？
水分補給
こぼれ話

■空き家・空き地でお困りのことはありませんか？
　シルバー人材センターでは、空き家・空き地の見守り、状況確認、宅地内の雑草除去、剪定、空き家内の清掃換
気などを行っております。
　ご一報くだされば、お見積りいたしますので、お気軽にお問い合わせください

〒893-2303　肝属郡錦江町馬場10番地1　公益社団法人錦江町シルバー人材センター
TEL（0994）28-3444　　FAX（0994）28-3445

シルバー人材センターからのお知らせ

予防できているか
チェックしましょう！

□　こまめに水分補給をしている（1日1.5～ 2ℓほど）
□　エアコン・扇風機を上手に使用している
□　暑い時間帯はできるだけ運動・労働は避ける
□　部屋の温度を確認する
□　緊急時の連絡先を確認する
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花の木農場での書道パフォーマンス，ＰＴＡ総会，生徒

総会，中高連絡会，二輪車安全運転競技大会について

ご報告します。 

２０１６ 

７月号 

ＰＴＡ総会開催 5 月2０日（金） 

 多くの保護者にご出席いただきました。今後ともご

協力よろしくお願いいたします。 

生徒総会 ６月８日（水） 
 部活動関連，決算・会計監査報告，予算審議および承認，各

種委員会の年間計画や，学校への要望事項など生徒たちが率先

して会を進めていきました。 

中高連絡会６月１０日（金） 
【第49回二輪車安全運転競技大会】 

県予選  優勝 山田 享優 （田崎中出身） 

２年連続 全国大会出場（８月）決定！！ 

授業参観 連絡会 

中学校の先生方との懇談（1 年生） 

町内各所に「学校便り」も配布していますのでご覧下さい。またHPもご覧下さい。 
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Minamiosumi/ 

▲ 5 月２２日（日）花の木農場のイベントにて，南大隅高校書道部がパフォーマンスを披露しました。
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年金だより　

付加年金とは？

住 民 税 務 課 電話 0994-22-3039
住 民 生 活 課 電話 0994-25-2511
鹿屋年金事務所 電話 0994-42-5121

■
付
加
年
金
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被
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、
毎

年
２
４
、０
０
０
円
の
付
加
年
金
が
老
齢

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
受
け
取
れ
る
の

で
、
大
変
お
得
で
す
。

【
留
意
事
項
】

⃝
�

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ

月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

⃝
�

付
加
保
険
料
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
合

わ
せ
て
受
領
で
き
る
終
身
年
金
で
す
が
、

定
額
の
た
め
物
価
ス
ラ
イ
ド
（
増
額
・

減
額
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
�

農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
る
方
は
、
必

ず
付
加
年
金
の
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

⃝
�

国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、
付

加
保
険
料
を
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

⃝
�

付
加
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
辞
退
の
適
用
を

受
け
た
方
で
、
10
年
以
内
に
そ
の
期
間

が
あ
る
方
は
、
遡
っ
て
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
特
定
付
加
保
険
料
制
度
。

納
付
申
込
は
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
に
限
り
ま
す
）

※�

役
場
年
金
係
で
手
続
き
が
出
来
ま
す
。

展示品：盆提灯、初盆お返し、仏・神具　等
　※法要お弁当・菓子、生花、果物盛等も予約承ります。
●家紋入れ無料サービス、割引等特典有り。
◇随時ご予約承ります。

安心の年中 365日・24時間受付
家族葬、自宅葬から一般葬まで

―『ルミエール』だからできる真心お手伝い―

なんぐう
愛・まごころ Lumiere

総 合 葬 祭

錦江町馬場 2142 番地 1（タイヨーさん隣）
℡（0994）28-3491・℡（0994）24-4444

〔ＪＡグループ　㈱きもつき〕

真心と誠意の

お盆用品を多数ご案内
お気軽にお立ち寄り・ご相談ください。

ルミエールなんぐうにて
お盆のご予約・ご相談を随時承り中

日　　程 講　　座　　名 時間 対象 定員 材料費
8 月 7日 ( 日 ) 古布活用（小学校サブバッグ） 9：00～ 12：00 親子 5組
8月 30日 ( 火 ) 布ぞうり 9：30～ 15：00 成人 5人

9月 14・21・28日 ( 水 ) 思い出のある服で裂き織りを織ってみましょう！ 3回講座 9：30～ 12：00 成人 8人

9月 11日 ( 日 ) ぼかし作り 10：00～ 11：00 成人 10人 300円程度
9月 18日 ( 日 ) 自転車整備講座 9：00～ 12：00 成人・親子 1組
9月 29日 ( 木 ) 布ぞうり 9：30～ 15：00 成人 5人

【申し込み締め切り】
 ８月開催講座→ 7月 31日（日）
 ９月開催講座→ 8月 31日（水）

平成 28年度　肝属地区環境ふれあい館　受講生募集

◎ 受講料は無料ですが、別途材料費が必要な講座もあります。
◎ お申込みは、直接来館、電話、FAXにて受付いたします。
◎ 応募者多数の場合は抽選となり、当選者のみご連絡いたします。
◎ 定員に達しない講座は、申込締切後も引き続き受付いたします。

肝属地区環境ふれあい館（串良さくら温泉となり）
鹿屋市串良町下小原 3893-8	 電　話：0994-62-8101	 FAX：0994-62-8102
開館時間　9：00～ 17：00	 休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）

提灯半額市

家紋入り提灯
値が安い，品が良い

初盆・法事に6,800円
紳士・婦人

礼服特売衣料品処分市 !
全商品割引☎22-2345
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戸
籍
の
窓

6月１日
〜6月30日

南
部
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
近
年
、
世
界
各
地
で
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
身
近
で
起
こ
っ
た
と
き
、あ
な
た
の
備
え
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
こ
で
地
震
に
対
す
る
10
の
備
え
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

家具類の転倒防止対策を
しておこう

消火の備えをしておこう

家族で話し合いをしよう 地域の危険性を
把握しておこう 防災知識を身につけよう 防災行動力を高めよう

けがの防止対策をしておこう

耐震・感震ブレーカーを
設置しよう

家屋や塀の強度を
確認しておこう

非常用品を備えておこう

・�避難に支障がない
ように家具を配置
しよう。
・�家具類は転倒落下
防止措置をしよう。

・消火器の使用方法を覚えよう。
・水バケツ等を常備しておこう。

・�地震が発生した時の出火
防止や初期消火など、家
族の役割分担を決めてお
こう。
・�家族が外出中に地震が発
生した時に備えて、安否
確認の方法や避難集合場
所を事前に決めておこ
う。

・�自治体の防災マップ等を
活用し、自宅、学校、職
場周辺の危険個所を事前
把握しておこう。

・�新聞、テレビ等を活用し、
日頃から防災に関する情
報、知識等を身につけて
おこう。

・�日頃から地域の防災訓練
に参加して、防災行動力
を高めよう。

・�ガラスの飛散防止措置をしよう。
・�懐中電灯をすぐに使用できるよう
にしよう。
・�靴などを身近に準備しよう。

・�地震発生後、電気に
よる火災が起きな
いように、耐震・感
震ブレーカーを設
置しよう。

・�家屋や塀の耐震診断を受け、必要な
補強をしよう。

・�非常用品は置く場所を決めて、い
ざという時にすぐに持ち出せるよ
うにしておこう。

大量入荷

◎お　盆　用
　ちょうちん各種・線香セット各種
　家紋入れ提灯承ります
◎お中元用品
　焼酎・缶ビールセット・ソーメン・食品セット

配達承ります。
衣 料 ・ 雑 貨
布団・酒・たばこ ふくやま

神川小学校近く　TEL・FAX 0994 − 22 − 0229

　

戸
籍
の
窓
に
は
依
頼
が
あ
っ
た

方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
市
町
村
で
届
出
を
さ
れ
た
方

で
、
こ
ち
ら
の
広
報
誌
に
掲
載
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
掲
載
依
頼
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
住
民
窓
口

（
℡
０
９
９
４
‐
22
‐
３
０
３
９
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

戸籍に関する情報はホームページ上では
掲載致しておりません
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今月の

田代小６年（表木自治会）
山下 慎

しん

さん
大根占小３年（京町自治会）

石川 ひかるさん

　ぼくは、ＮＨＫの大河ドラマ「真田丸」を毎週見
ています。やまんなか図書室に、真田幸村の本がい
ろいろありました。その中で、ぼくが選んだのはこ
の本です。なぜかと言うと、写真や絵や地図を使っ
て分かりやすく書いてあるからです。真田一族や、
徳川家康や豊臣秀吉などのことも書いてありました。
歴史の好きな人は、読んでください。

　この本は、書いた人の小学校の時の話です。
　席がとなりになった、ふしぎなますだくんがみほ
ちゃんに意地悪ばっかりします。
　みほちゃんは嫌だな…学校行きたくないな～と思っ
たりします。
　みほちゃんがかわいそうになります…でも、最後は
とってもいい話になります。
　私はさいごが大好きです。ぜひ読んでみてください。

「となりのせきの　ますだくん」
武田 美穂 / 作・絵

「真田幸村」
双葉社

成
28
年
10
月
26
日（
水
）～
平
成
28
年
11
月
24
日（
木
）

【
定
員
】
8
人

【�

募
集
期
間
】
平
成
28
年
8
月
15
日
（
月
）
～

平
成
28
年
9
月
14
日
（
水
）

【
願
書
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

参
考
：
鹿
屋
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

℡ 

０
９
９
４
‐
42
‐
４
１
３
５

　

�

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

℡ 

０
９
９
６
‐
44
‐
２
２
０
６

　

中
・
高
校
生
、
一
般
を
対
象
に
木
工
・

建
築
大
工
の
体
験
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

【�

日
時
】
平
成
28
年
8
月
2
日
（
火
）
9

時
～
12
時
30
分

【�

申
込
期
限
】
平
成
28
年
7
月
27
日
（
水
）

【
募
集
人
数
】
先
着
30
名

【�

参
加
費
】
無
料
で
す
が
、
一
日
傷
害

保
険
の
加
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※�

中
・
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
、
事
前
に

確
認
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
県
内
の
各
中
学
校
・
高
校
、
職

業
安
定
所
、宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

●
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
（
室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科
）

●
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　
（
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
・
情
報
処
理
科
）

【�

受
付
期
間
】
平
成
28
年
9
月
1
日
（
木
）

～
平
成
28
年
9
月
29
日
（
木
）

【�

応
募
資
格
】
高
等
学
校
を
平
成
29
年
3

月
に
卒
業
見
込
み
の
者

【
選
考
日
】
平
成
28
年
10
月
7
日
（
金
）

【
選
考
場
所
】
各
高
等
技
術
専
門
校

【
合
格
発
表
】
平
成
28
年
10
月
17
日
（
月
）

※�

詳
し
く
は
募
集
案
内
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

●
鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
学
校

　

〒
８
９
５
‐
１
８
０
４　

　

薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
船
木
８
８
１
番
地

　

℡ 

０
９
９
６
‐
53
‐
０
２
０
７

　
FAX 

０
９
９
６
‐
53
‐
０
９
９
３

●
鹿
児
島
県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
学
校

　

〒
８
９
９
‐
５
４
３
１

　

姶
良
市
西
餅
田
１
１
２
０

　

℡ 

０
９
９
５
‐
65
‐
２
２
４
７

　
FAX 

０
９
９
５
‐
65
‐
５
４
０
９

（
電
気
設
備
科　

20
名
）

【�
願
書
受
付
】
平
成
28
年
9
月
1
日
（
木
）

～
平
成
28
年
10
月
27
日
（
木
）

【
試
験
日
】
平
成
28
年
11
月
4
日
（
金
）

【
試
験
科
目
】
筆
記
試
験
（
総
合
問
題
）
面
接

【
試
験
会
場
】
県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

【
合
格
発
表
】
平
成
28
年
11
月
14
日
（
月
）

※�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
8
月
24
日（
水
）

9
月
14
日
（
水
）・
10
月
12
日
（
水
）
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

℡ 

０
９
９
４
‐
44
‐
８
６
７
４

　

不
慮
の
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
の
た

め
に
交
通
事
故
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘

密
を
固
く
守
り
ま
す
。
安
心
し
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】
祝
日
を
除
く
月
～
木
曜
日

【�

相
談
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
3
時
30
分

【�

相
談
内
容
】
示
談
の
進
め
方
、
生
活
保
護
、

自
動
車
賠
償
責
任
保
険
等
の
請
求
手
続
き
、

損
害
賠
償
額
の
計
算
方
法
等

【
相
談
方
法
】
面
接
・
電
話
・
郵
便
等

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

�

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所
鹿
屋
支
所

　

大
隅
地
域
振
興
局
内

　

鹿
屋
市
打
馬
2
丁
目
16
‐
6

　
℡ 

０
９
９
４
‐
52
‐
２
０
８
９

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は

障
害
を
お
持
ち
の
方
が
そ
の
能
力
に
適
す

る
職
種
に
つ
い
て
基
礎
と
技
能
を
習
得
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
左
記
コ
ー
ス
の
職
業
訓
練

生
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
5（
3
か
月
コ
ー
ス
）

【�

実
施
場
所
】
鹿
屋
商
工
会
議
所

 �

〒
８
９
３
‐
０
０
１
５　

鹿
屋
市
新
川
町
６
０
０

（
℡ 

０
９
９
４
‐
42
‐
３
１
３
５
）

【
訓
練
内
容
】

・�

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
を
利
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作

・�

写
真
加
工
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
技
術
習
得

・�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得

【�

訓
練
期
間
】
3
か
月
（
土
日
祝
日
は
休
み
）
平

交
通
事
故
相
談
所
の
ご
案
内

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集
案
内

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

平
成
28
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

平
成
29
年
度　
高
等
技
術
専
門
校

推
薦
入
校
生
の
募
集

平
成
29
年
度　

鹿
屋
高
等
技
術
専

門
校
一
般
入
校
生
の
募
集



月　日 病　院　名 電話番号
7/17 長浜医院 22-0137

18（海の日） 肝属郡医師会立病院 22-3111
24 じょうさいクリニック 24-2977
31 濱畑クリニック 25-2575

8/  7 藤崎クリニック 22-2238
11（山の日） 二川内科胃腸科 22-2033
※�諸事情により変更となる場合がございます
ので、ご利用の前にお問い合わせください。

大根占地区
◦公営　港団地…………………… ２戸
◦公営　神之浜団地……………… １戸
◦公営　神川団地………………… １戸
◦町営　池田川北住宅…………… １戸
◦町営　旧池田中職員住宅……… １戸

田代地区
◦町営　溝下若者住宅 1号… …… 1戸
◦公営　溝下住宅………………… １戸
お問い合わせ及び入居希望の方は、本庁建
設課へご連絡ください。

住民基本台帳法改正に伴い、外国人住民も
含まれます。

前月比
人　口 8,095人 （△14）

男 3,777人 （△10）
女 4,318人 （△   4）

世帯数 4,006戸 （△   1）

平成28年７月1日現在

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ
乳児健診 7月27日（水）錦江町保健センター 13：00～ 保健福祉課
離乳食教室 7月28日（木）錦江町保健センター   9：15～ 保健福祉課
たまひよ教室 8月   9日（火）錦江町保健センター 13：00～ 保健福祉課
1歳6か月検診 8月10日（水）錦江町保健センター 13：00 保健福祉課

3Ｂ体操

7月20日（水）岩崎公民館 10：30～

地域包括支援
センター

7月21日（木）神川上公民館 10：30～
7月28日（木）大原多目的集会施設 10：00～
8月   9日（火）鳥浜公民館 10：00～

国保運動教室 毎週火曜日 錦江町保健センター 10：00～
11：30 保健福祉課

げんきぼ教室
毎週月・木曜日 田代保健福祉センター 14：00～ 地域包括支

援センター毎週火・金曜日 錦江町保健センター 14：00～

（７月 1 日現在）

町営住宅 空き家情報

休日の在宅当番医

人口の動き

※�３Ｂ体操と国保運動教室は随時参加者を募集しております。詳しくは、保健福祉課または地
域包括支援センターへお問い合わせください。

■お問い合わせ番号一覧
・保健福祉課…………………… ℡ 0994-22-3044
・地域包括支援センター……… ℡ 0994-22-3030
・鹿児島県司法書士会………… ℡ 099-256-0335
・観光交流課…………………… ℡ 0994-25-2511子育て・各種教室

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ

母子相談
7月14日（木）大根占保健センター   9：00～

10：30 保健福祉課8月8日（月）田代保健福祉センター

無料法律相談 毎週月曜日 南大隅地区司法書士
法律相談センター

13：00～
16：00

鹿 児 島 県
司法書士会

※詳細は9ページ

相　談

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ
錦江レゲエ浜祭り 7月16日（土）神川海岸特設ステージ

15：00～
（音出し） 観光交流課

小・中学校終業式 7月20日（水）
国民健康保険
納付期限 8月1日（月）

やまんなか音楽会 8月5・6日
（金・土）花瀬川特設ステージ 18：30～ 観光交流課

※詳細は6ページ

行事・イベント

くらしの情報

錦江町自主文化事業「鹿児島弁演劇」鹿児島県民の鹿児島県民による
鹿児島県民のための演劇

　鹿児島で人気タレントの野口たくおさん、よし俣とよしげさんらが演じる
「熱血ゲートボール部」　高齢者にふんし、鹿児島弁でユーモラスに演じ、「オ
レオレ詐欺」など時事問題も取り入れています。
　子どもからお年寄りまで、みんなが楽しめる（笑える）、オモシテガ！！
どうぞ家族みんなで見にきやんせ。（トークショーもあります）
日付：平成 28 年 8 月 21 日（日）13 時開場　13 時 30 分開演
場所：�錦江町文化センター［予約：座席数に限りがあります。観覧希望の方は、

事前にお申込み（ご予約）ください。］
お申込み・お問い合わせ：錦江町教育委員会教育課生涯学習チーム　℡ 0994-22-0517
主催：錦江町教育委員会入場無料

［ 編集後記 ］
●7 月 3 日に花瀬川に行くと親子が

水遊びをしていました。
　錦江町の暑い夏の幕開けを感じた

ところでした。
　レゲエ祭りに始まり、やまんなか

音楽会もあります。暑さにばてな
いように皆さんも体調管理にお気
を付けください。
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